
　EA21-1311

（ 対象期間　2022年7月～2023年6月 ）

　　　発行日　：　 2023年 10 月  12 日　

　和　  田　  株  式  会  社
　　　　　　　（兵庫県姫路市別所町北宿946番地の1）

1

認証番号 0006586



2022年度環境経営レポート

（　目　次　）

環境経営計画の取組結果とその評価（　2022.7～2023.6　）、次年度の取組内容

組織の概要と対象範囲

環境経営方針

＜EA21環境経営システム実施体制図＞　

環境経営目標とその実績

エコアクション２１環境経営システム実施体制図と主な役割・責任・権限

.

.

.

.

.

6

7

8

環境関連法規の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反・訴訟等の有無

代表者による全体評価と見直し・指示結果

その他

.

.

2

8

8

8

3

4

5

5

6

7

.

1

2

3

4

5



2022年度環境活動レポート

1. 組織の概要と対象範囲

(1) 組   織   名 和　田　株式会社

代表者氏名 代表取締役社長 和　田　直　也

(2) 事業所・所在地 本　　  社　　   ：　〒671-0223 兵庫県姫路市別所町北宿946番地の1

高砂支店    　 ：　〒676-0078 兵庫県高砂市伊保3丁目4番24号

(3) 環境管理責任者氏名 環境管理責任者：　和田　直也　（代表取締役社長）

及び担当者連絡先 連絡担当者名   ：　置塩　直美　（総務部）

TEL：079-252-1849　　FAX：079-253-6160　　　　　　　　　　　　　　

(4) 事業内容 管工事、空調工事、水道施設工事

(5) 事業規模

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

495 328 503 190 351 269

16 17 15 15 15 13

290 290 290 290 290 290

(6) 主な環境負荷の状況

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

42,932 43,903 40,776 44,219 37,518 36,896

0.531 0.531 0.418 0.418 0.318 0.318

1.0 1.0 0.9 0.9 0.9 0.9

71.3 154.2 136.3 101.7 81.6 76.8

221 230 237 215 199 216

(7) 認証登録の対象組織・活動

（登録組織名）　　： 和田株式会社

（対象事業所）　　： 本社、高砂支店

（活　　動　 　）　　： 管工事、空調工事、水道施設工事

二酸化炭素排出量の換算係数

　　　　　　（kg-CO2/ｋWh）

一般廃棄物排出量   ｔ 

水使用量    　       ㎥
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活動規模

売上高（百万円）

従業員　（人）

床面積　（㎡）
（本社、高砂支店）

環境負荷項目

二酸化炭素排出量 kg-CO2

産業廃棄物排出量   ｔ 



2022年度環境経営レポート

２．環　境　経　営　方　針

１．　環　境　理　念

当社は「努力還元」の社是のもと、社員一人ひとりが一生懸命努力し、お客様の身になって

良い仕事をするという方針の中で、環境活動を経営の最重要課題の一つと位置づけ

定期的に経営における課題とチャンスを明確化し、環境への取組と環境負荷の削減に

取り組むことによって、地域の発展と繁栄に貢献します。

２．　活　動　指　針

当社は管工事・空調工事・水道施設工事等を通じて次の項目に取組みます。

（１）環境関連法規制及びその他の要求事項を遵守します。

（２）エコアクション２１環境経営システムを構築・運用し汚染の予防と継続的改善に努めます。

（３）当社の環境負荷を削減するために次の活動に取組みます。

①　二酸化炭素排出量の削減　［電力使用量の削減、自動車燃料使用量の削減］

②　廃棄物排出量の適正管理　［廃棄物の分別の徹底と削減］

③　水使用量の適正管理　［上水使用量の削減］

④　紙資源の節約　［コピー用紙使用量の削減］

⑤　グリーン購入　［事務用品等のグリーン購入の拡大］

⑥ 手直し工事件数の削減　［環境負荷の少ない工法の採用］

(４）すべての建設現場において環境への取組をチェックし、環境負荷を削減する。

(５）人材不足を解消するように努力していきます。

(６）技術・技能の伝承の推進に努力していきます。

３．　この環境経営方針は全従業員に周知すると共に、環境経営レポートを公開します。

制 定 日　　　2010年　 5月  31日

改定日(3)　　2021年    7月   1日

和 　　田　 　株  式  会  社

代表取締役社長　和　田　直　也
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2022年度環境経営レポート

 建設現場

代　表　者 ・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境経営ｼｽﾃﾑの実施に必要な人､設備､費用､時間､技能､技術者を準備

・ 環境管理責任者を任命

・ 環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・ 環境経営目標・環境経営計画書を承認

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施

・ 経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者 ・ 環境経営システムの構築、実施、管理

・ 環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・ 環境関連の外部ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝの窓口

・ 緊急事態対応手順のﾃｽﾄ、訓練の指導及び総括

・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告

・ 環境経営ﾚﾎﾟｰﾄの確認

環境事務局 ・ 環境管理責任者の補佐

・ 環境負荷の自己ﾁｪｯｸ及び環境への取組の自己ﾁｪｯｸの実施

・ 環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・ 環境活動の実績集計

・ 環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・ 環境教育訓練計画の作成と実施の管理

・ 特定された項目の手順書作成（緊急事態への対応含む）

・ 環境経営ﾚﾎﾟｰﾄの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

部　門　長 ・ 自部門における環境経営システムの実施

・ 自部門における環境経営方針の周知

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・ 自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・ 特定された項目の運用管理

・ 緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

工事責任者 ・ 建設現場における環境経営システムの実施

(現場代理人) ・ 工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

・ 建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・ 緊急事態対応訓練の実施、記録の作成

・ 建設現場での問題点の発見、是正、予防措置の実施

全 従 業 員 ・ 環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・ 決められたことを守り、自主的･積極的に環境活動へ参加

代表者 （ 社 長 ）

環境管理責任者

和田株式会社　実施体制図及び役割・責任・権限表
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環境事務局

高砂支店 工　事　部 営　業　部 総　務　部

工事責任者
(環境管理担当)

工事担当

協力会社

役　割　・　責　任　・　権　限
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4. 環境目標とその実績

当社の主な環境経営目標とその実績は次の通りです。

年　度 2023年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　

項　目 　　　　　　　　　　　目標・実績  2023.7～

2024.6 2025.6 2026.6

目標　* 3

52,813 49,112 37,406 131% 48,588 48,062 47,529

使用量 (事業所) ｋWh 16,314 15,172 13,104 15,009 14,846 14,683

削減率 ％ ― 7 19 8 9 10

CO2排出量 kg-CO2 5,188 4,825 4,167 4,773 4,721 4,669

自動車燃費 km/ℓ 11.37 12.16 13.90 12.28 12.39 12.50

アップ率 ％ ― 7 22 8 9 10

（使用量） L 7,102 6,604 3,402 6,534 6,463 6,392

使用量　削減率 ％ ― 7 52 8 9 10

（CO2排出量） kg-CO2 16,477 15,321 7,893 15,159 14,994 14,829

自動車燃費 km/ℓ 9.32 9.97 8.18 10.07 10.16 10.25

アップ率 ％ ― 7 -12 8 9 10

（使用量） L 3,666 3,409 2,608 3,373 3,336 3,299

使用量　削減率 ％ ― 7 28 8 9 10

（CO2排出量） kg-CO2 9,458 8,795 6,729 8,702 8,607 8,511

自動車燃費 km/ℓ 6.34 6.78 6.04 6.85 6.91 6.97

アップ率 ％ ― 7 -5 8 9 10

（使用量） L 5,770 5,366 4,846 5,308 5,251 5,193

使用量　削減率 ％ ― 7 16 8 9 10

（CO2排出量） kg-CO2 14,887 13,844 12,503 13,695 13,548 13,398

重機燃料 L 2,637 2,452 2,370 2,426 2,400 2,373

削減率 ％ ― 7 10 8 9 10

（CO2排出量） kg-CO2 6,803 6,326 6,115 6,259 6,192 6,122

上水使用量(事業所) ㎥ 252 234 216 232 229 226

削減率 ％ ― 7 14 8 9 10

ｔ 0.9 0.9 0.9 100% 0.9 0.9 0.9

冊
（A4換算）

92 85 81 105% 85 84 83

品目 36 50 52 104% 52 54 56

件数 2 1 0 100% 1 1 1

建設現場での環境負荷
低減自己ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ ％ 100 100 100 100% 100 100 100

* 1　電力使用量の二酸化炭素排出量への調整後排出係数は、前年との比較がわかりやすいように

　　　 2019年度　関西電力㈱公表の0.318（kg-CO2/ｋWh）を使用しています。

* 2　環境負荷の%表示は「環境経営目標及び環境経営活動計画と進捗管理表」に基づいている。

* 3　LPGは使用量が、きわめて少ないので削減活動は行うが経営目標には設定しない。

* 4　一般廃棄物の排出量は年間0.9ｔであり排出量削減活動は100%の維持管理する事とし､活動は分別を主とします。

 2015.7～  2022.7～2023.6  2024.7～  2025.7～

2015年度実績 2022年度 2024年度 2025年度
基準年度

2016.6

実績 目標 実績 目標達成率 目標　* 3

CO2総排出量（事業所+建設現場）　* 1

電
　
力

115%

ガ
ソ
リ
ン

目標　* 3

114%

194%

軽
　
　
油

工
作
車

軽
　
　
油

ダ
ン
プ

132%

89%

111%

82%

100 100
(ﾘｻｲｸﾙ率100%の維持管理)

一般廃棄物排出量の適正管理 ＊4

軽
　
油

重
機
分

103%

上
　
水

108%

産業廃棄物排出量の適正管理 ％ 100 100 100 100% 100

ｺﾋﾟｰ用紙使用量の削減

グリーン購入の拡大

手直し工事の削減

環境
負荷
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5.   環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

　◎よくできた　〇まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況 評価結果と次年度の環境経営計画

 二酸化炭素排出量の削減 （目標達成）

(下記の通り) 〇      (下記の通り)

 電力使用量の削減 （目標達成）

・ 空調温度の適正化(冷房28℃暖房20℃) ◎ 　良い結果が出てるので、引き続き持続する。

・ 空調機のﾌｨﾙﾀｰの清掃 〇 　全てのｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの清掃を実施する。

・ 不用照明の消灯 〇 　照明の消し忘れなど、不要照明の消灯を徹底する。

 ガソリン使用量の削減・燃費向上 （目標達成）

・ アイドリングストップ 〇 常にｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを意識し実行する。

・ 急加速・急停車の抑制 〇 社員全員が常に安全運転に注意している。

・ 効率的な移動 〇 無駄を省いて計画性を考えながらの行動を徹底する。

 軽油使用量の削減・燃費向上 （燃費は目標未達成）　（使用量は目標達成）

・ アイドリングストップ 〇 常にｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを意識し実行する。

・ 車体の軽量化 △ 必要な物を最低限にして常に整理整頓を意識する事。

・ 急加速・急停車の抑制 〇 社員全員が常に安全運転に注意している。

・ 効率的な移動・作業(重機） 〇 無駄を省いて計画性を考えながらの行動を徹底する。

 水使用量の適正管理 （目標達成）

・ 節水意識の浸透 〇 しっかりと出来ているので引き続き削減に取り組む。

・ 洗浄の際、洗剤を適正使用する 〇 しっかりと出来ているので引き続き削減に取り組む。

 一般廃棄物の適正管理 （目標達成）

・ ミスコピーの削減 〇 しっかりと出来ているので引き続き取り組む。

・ 分別によるリサイクル推進 〇 しっかりと出来ているので引き続き取り組む。

 産業廃棄物の適正管理 （目標達成）

・ 分別対象廃棄物を決定する 〇 しっかりと出来ているので引き続き取り組む。

・ 区分ごとに分別表示をする 〇 しっかりと出来ているので引き続き取り組む。

 コピー用紙使用量の削減 （目標達成）

・ ｺﾋﾟｰ用紙の両面刷り･裏面利用 ◎ しっかりと出来ているので引き続き削減に取り組む。

・ ｺﾋﾟｰ対象物・枚数の事前確認 ◎ しっかりと出来ているので引き続き削減に取り組む。

　ｸﾞﾘｰﾝ購入の拡大 （目標達成）

・ 当社業務に関わるｸﾞﾘｰﾝ購入 〇 しっかりと出来ているので引き続き取り組む。

・ ｸﾞﾘｰﾝ製品購入の推進 〇 しっかりと出来ているので引き続き取り組む。

　手直し工事の削減 （目標達成）

・ 手直し工事をなくす。 〇 手直し工事０件を継続する。

　環境負荷の低減 （目標達成）

・ 環境負荷ﾁｪｯｸﾘｽﾄの活用による低減 〇 今後も環境負荷の低減を配慮した工事の推進を行っていく。

取り組み計画
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６.   環境関連法規の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反・訴訟等の有無

（1）　主要な環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

主要な適用される法規制等 遵守評価
（令和5年6月10日）

　家電リサイクル法 遵　守

　

　フロン排出抑制法 遵　守

　騒音規制法 遵　守

　振動規制法 遵　守

　下水道法 遵　守

　自動車NOx  ・ PM法 遵　守

（2）　違反、訴訟等の有無

　　環境関連法規への違反はありません。環境関連法規の遵守状況については、2023年6月10日に確認し

　　その結果問題はありませんでした。

　　尚　関係当局からの違反等の指摘も過去3年間ありません。

7.　代表者による全体評価と見直し結果と指示内容

　　ｴｺｱｸｼｮﾝ21の活動も社員全員に浸透し環境負荷項目の二酸化炭素排出量は順調に削減できてます。

　　電力使用量・コピー用紙使用料の削減・ガソリン使用の燃費ｱｯﾌﾟについては順調に良い結果となっています。

　　軽油使用の燃費ｱｯﾌﾟに関しては工作車・ダンプが古いという事もあり効果が出てないのですが、少しでも向上

　　するように、今後の課題として取組みに励んでいきたいと思います。　

見直し項目 変更の必要性

                     代表取締役 和 田　直 也

遵守すべき要求事項

　・一般廃棄物の収集運搬業者の許可の確認

　・産廃収集運搬、処理業者の許可の確認、契約

　・マニフェストの交付と管理及び交付状況の報告

　・特定建設資材の再資源化
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　廃棄物処理法 遵　守

　建設リサイクル法 遵　守

有 の場合の 指示事項

　・特定建設資材と再生資源の利用量の把握等による

　　計画の作成と実施記録の保存

　・リサイクルおよびリユースを確実に行う業者への処理委託

　・廃棄する際にフロン類回収業者へ引き渡すと共に、使用時

　　には簡易定期点検及び定期点検を実施しその記録を残す

　　と共に故障時には、その点検記録を業者に提示する。

　・特定建設作業の届出、地域別騒音基準の遵守

　・特定建設作業の届出、地域別振動基準の遵守

　・公共下水道設置・変更届出

　・窒素酸化物（ NOx )、粒子状物質（ PM ）対策

2023年6月30日

環境経営方針

環境経営目標・経営計画

実施体制

その他

無

無

無

無


